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陸上自衛隊では、 2月中の

実弾射撃をつぎのとおり行

ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程 ->=1日-....3日、

5日、Q目、10日、12日........17日

19日-....24目、 26日-....29日

(524号〉1月下旬号(1) 

圃昭和33年 4月22日第三種郵便物認可・毎月3回1日・10日・20日発行.定価1部5円
置発行所大村市役所 目編集人総務課長菊池綱昌 .印刷所大村活版所

昭和43年の大村市消防出初式が、

舘前の広場で行なわれました。

式には、 消防署員、消防団員、来賓多数が参加し、服

装機械器具の点検、各種功労者の表彰がありました

その後、市中行進を行ない、消防署横の大上戸川

の両岸で消防署員と消防団員と一体になった放水訓

練を行ないま した。

表彰者の氏名は次頁に掲載しています。
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消 防 出 初 式
1月8日市民 ι

〔写真上J=市民会舘前広場で行なった消防出初式

仁写真丸J=消防署横の大と戸川両岸で行なった勇

壮な放水訓練

V
お
正
月
も
成
人
式
も
終
り

ま
し
た
が
、
晴
れ
着
の
始
末

は
終
り
ま
し
た
か
。
和
服
類

洋
服
類
と
も
し
み
や
よ
ご
れ

を
完
全
に
お
と
し
て
し
ま
わ

な
い
と
高
価
な
晴
れ
着
を
だ

い
な
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す

V
下
旬
か
ら
二
月
の
上
旬
に

か
け
て
は
、
衣
料
居
で
は
、

「
冬
物
一
掃
」
と
称
し
て
大
安

売
り
を
始
め
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
そ
し
て
案
外
安

〈
て
良
い
品
が
得
ら
れ
る
乙

と
も
あ
り
ま
す
。
計
画
を
立

て
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

v
c婦
人
方
は
こ
た
つ
に
あ

た
り
な
が
ら
、
こ
ま
ご
ま
し

た
ぬ
い
物
、
あ
み
物
に
精
の

出
る
の
も
こ
の
と
ろ
で
す
。

心
を
こ
め
た
作
品
は
、
使
う

人
に
ど
れ
だ
け
喜
ば
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

V
二
十
一
日
は
大
寒
で
す
。

こ
れ
か
ら
立
春
二
月
五
日
ご

ろ
ま
で
は
一
年
中
で
一
番
寒

い
季
節
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
流
行
し
て
い
ま
す
。

体
を
大
切
に
い
た
し
ま
し
ょ

，
「
ノ
。
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d

消
防
出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
人

〔
退
団
者
〕

森

寅

一

渋

川

貞

治

脇

崎

正

義

貞

松

清

美

神

木

寅

市

笹

倉

「

夫

朝

長

正

治

安

井

厳

園

田

博

高

以

良

光

治

若

松

喜

久

雄

仲

野

春

雄

石

田

早

苗

池

田

斉

治

赤

島

一

男

三

浦

秋

男

野

本

博

三

藤

崎

武

石

場

県

消

防

協

会

長

表

彰

鉄

盛

相

川

三

郎

長

井

肇

〔

特

別

有

功

章

〕

川

辺

博

長

岡

五

三

中

道

平

田

末

松

針

山

秀

雄

知

一

梶

本

邦

利

高

見

正

口

肇

渡

辺

政

雄

己

相

田

武

義

福

田

佐

一

〔

有

功

章

〕

山

口

敏
治
村
井
貞
雄

福

江

副

茂

幸

増

田

繁

満

岡

重

信

義

前

田

千

代

喜

松

山

忠

大

塚

林

太

郎

富

永

〆
尾

半

三

田

崎

学

朝

長

武

知
事
表
彰

よ

福

田

泰

三

柿

本

清

次

前

.. 

川

邦

一

郎

杉

本

敏

夫

山

犬

口

房

雄

杉

本

福

守

大

杉

政

幸

吉

南

虎

雄

道

添

栄

次

A
I
，
針

山

秀

雄

山

口

敏

男

宮

一

[

田

重

義

朝

長

清

見

開

田

村

公

勇

吉

村

重

利

原

田

元

f
、

喜

原

幸

雄

三

岳

久

夫

一
ノ
山
口
喜
久
雄
岩
本
正
利

岳

田

満

雄

山

口

叡

上

野

寿

四

郎

宮

代

一

夫

松

尾

則
義

'山
田
佐
嘉
衛
辻
本

治
男
森
永
進
藤
田
公
一

一
ノ
瀬
秋
夫
柳
原
昌
幸

梶

原

直

木

浅

井

順

蔵

淵

延

隆

竹

末

恒

義

渡

辺

豊

中

原

正

美

佐

藤

秀

夫

児

玉
弘
渡
辺
政
雄
中
尾
一
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輸

田

中

米

吉

道

添

実

梶

原

直

木

小

島

富

夫

中

原
正
美
久
田
繁
太
郎

〔
精
続
章
〕
(
二
十
年
)

楠

本

好

郎

嬉

野

伝

坂

田

保

申

里

隆

堂

山

治

義

岳
田
昭
典
牟
田
矧
佐
義

山
口
土
男
福
田
鷹
次
郎

浦

山

麓

渡

辺

勝

一

瀬

強

川

口

書

禎

橋

本

実

馬

場

薫

西

川

義

夫

藤

川

種

雄

中
尾
義
秋

山

田

中

秀

男

山

口

英

敏

山

口

松

美

村

田

広

次

広

瀬

武
男市

長
表
彰

〔
永
年
勤
続
〕
(
二
十
五
年
)

柿
本
清
次
前
川
邦
一
郎

南

虎

雄

大

杉

幸

吉

道

添

栄

次

宮

田

重

義

朝

長

清

見

開

田

公

勇

吉

村

重

利

，、
r 

原
田
元
喜
森
永
進

瀬
秋
夫
藤
田
公
一

隆

中

尾

一

二

〔
永
年
勤
続
〕
(
十
五
年
)

富

浦

節

夫

楠

本

博

小

林

秀

雄

坂

田

喜

男

松

尾

九

郎

中

村

一

男

宮

原

和

義

和

田

正

広

西

村

正

義

石

川

忠

山

本

慶

治

橋

本

昌

後木場、向木場と延長したもので、

路線の長さは約1，100メートルです。

〔運賃〕松原~向木場 80円

田下~向木場 80円

駅前~向木場 30円

市役所~向木場 20円

向木場にパス開通
昨年くれから向木場にパス 3往復

運行され、地元の人々に大変喜ばれ

ています。乙のノミス路線はいままで

終点であった国立病院から、北門前 一ノ
淵
延

幸

岩

永

輝

吉

吉

川

秀

満

小

玉

永

義

雪

山

治

氏

福

義

晃

辻

進

松

谷

茂

山

下

茂

森

広

作

辻

近

治

尾
崎
良
雄

自
衛
官
募
集

昭
和
四
十
二
年
度
、
第
四

次
の
陸
、
海
、
空
二
士
の
募

集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

マ
身
分
と
給
与

特
別
職
の
国
家
公
務
員
で

初
任
給
(
二
士
)
で
一
五
、
九

0
0円
年
一
回
昇
給
、
賞
与

年
三
回
(
四
・
三
カ
月
分
)

ほ
か
に
各
種
手
当
、
退
職

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

マ
特
典
進
路

各
種
の
専
門
技
術
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
退
職
後

も
就
職
の
道
が
ひ
ら
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
学
や
通

信
教
育
を
受
け
る
乙
と
も
で

き
ま
す
。

マ
応
募
資
格

満
十
八
才
以
上
二
十
五
才

未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る

男
子
で
、
取
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
も
の
。

〔
一
般
表
彰
者
〕

富
永
松
美
木
村
定

隆

吉

田

正

実

〔
退
団
者
〕

消
防
協
会
長
表
彰
と
同
じ

藤
尾

マ
試
験
日
と
場
所

毎
週
金
曜
日
、
大
村
部
隊

内
で
行
な
い
ま
す
。

〈
わ
し
〈
は
市
民
課
に
お

た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

栄
養
士
有
資
格
者
の
実

態
調
査
を
し
て
い
ま
す

現
在
長
崎
県
に
お
い
て
栄

養
士
名
簿
の
整
理
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
栄
養
士
免
許

証
の
未
訂
正
(
住
所
及
び
籍

氏
名
)
の
方
及
び
免
許
有
資

格
者
で
未
登
録
の
方
は
、
い

ま
す
ぐ
大
村
保
健
所
ま
で
お

と
ど
け
〈
だ
さ
い
。

児
童
用
図
書
を
寄
贈

市
内
春
日
町
島
崎
重
八
さ

ん
は
都
市
計
画
に
と
も
な
う

土
地
買
収
代
金
の
中
よ
り
、

市
内
図
書
舘
に
児
童
用
図
書

(
九
千
二
百
四
十
円
相
当
)
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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大
村
市
消
防
吏
員
(
消
防

士
〉
の
採
用
試
験
を
つ
ぎ
の

之
お
り
行
な
い
ま
す
。

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
も
の
。

②
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

③
大
村
市
に
居
住
し
又
は
採

用
後
居
住
し
得
る
も
の

④
身
体
強
健
で
弁
色
力
、
聴

力
、
言
語
お
よ
び
運
動
の

機
能
等
に
障
害
が
な
〈
、

身
長
は
百
五
十
八
セ
ン
チ

胸
囲
は
身
長
の
二
分
の
一

お
し
ら
せ

昭和43年 1月20日

消
防
士
の
採
用
試
験

コ
ー

ナ

l

以
上
、
体
重
は
五
十
キ
ロ

以
上
で
あ
る
も
の

マ
試
験
の
内
容

第
一
次
試
験
は
筆
記
試
験

と
体
力
検
査
、
第
二
次
詰

験
は
面
接
詰
験
、
身
体
検

査
、
身
上
調
査
を
行
な
い

ま
す
。

マ
試
験
の
日
時

二
月
四
日
午
前
八
時

マ
受
験
申
込
手
続

①
申
込
用
紙
は
十
五
円
切
手

を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
大

村
市
消
防
本
部
へ

請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
書
は
一
月
二
十
日
か

ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
の

執
務
時
聞
に
、
大
村
市
消

(3) 

庄司ヨ

4日藤井内科目崎外科

今回内科沢田内科

11日 長野産婦人科

内 科桝本産婦人科

18日 松尾外科琴尾内科

原内科海浜内科

25日 南野内科福田産婦

人科渡辺外科

所得税額の源泉税額の納

め過ぎによる還付の確定申

告をされたい方は、います

ぐ申告をして〈ださい。

申告用紙は税務署か市の

課税課にあります。

なお、申告期限は 3月15

日ですが、おそ〈なります

と還付もおそ〈なることが

ありますので早自に申告し

て〈ださい。

果樹・庭木の害虫駆除

(2月中〉日曜当番医

上回

河町

防
本
部
へ
提
出
し
て
〈
だ

さ
い
。

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

市
の
消
防
本
部
へ
お
た
ず
ね

〈
だ
さ
い
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の

臨
時
従
業
員
を
募
集

大
村
競
艇
で
は
、
開
催
時

臨
時
従
業
員
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
応
募
を
希

望
さ
れ
る
方
は
自
筆
履
歴
書

を
一
部
作
成
の
上
、
市
事
業

課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
居
住

す
る
満
四
十
才
未
満
の
女

子

，

マ
締
切
日
二
月
十
五
日

マ
選
考
日
(
予
定
)
二
月
二

十
三
日
午
前
九
時
か
ら

な
お
、
選
考
は
簡
単
な
一

所得税源泉還付の申告

般
常
識
、
そ
ろ
ば
ん
の
テ
ス

ト
を
行
な
い
ま
す
。

干
害
の
減
免
申
請
は

一
月
三
十
一
日
ま
で

干
害
に
よ
る
市
民
税
と
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
申
請

は
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
で

す。

該
当
す
る
方
は
早
〈
申

請
を
す
ま
せ
て
〈
だ
さ
い
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
乙
と

は
課
税
課
か
出
張
所
に
お
た

ず
ね
〈
だ
さ
い
。

測
量
学
校
生
徒
募
集

九
州
測
量
専
門
学
校
で
は

次
の
と
お
り
生
徒
を
募
集
し

て
や
ま
す
。

A
募
集
期
間

第
一
次
募
集

一
月
八
日
か
ら
二
月
二
十

九
日
ま
で

4、

寒いうちにぜひしておき

たいものに害虫駆除があり

ます。風の静かな日中、庭

をよ〈見回るのも楽しみの

ひとつですが、思わぬと乙

ろに虫を発見する乙とがあ

ります。卵を焼きすてたり

さがっているミノ虫なども

切りとって焼きすてましょ

う。梅、 柿、ぶどうなども

よ〈見ると、カイガラ虫ロ

ウ虫などがひそんでいます

皮をはいでこすり落しまし

ょう。手許にあれば、 機械

油剤20倍液、石灰硫黄合剤

10倍液を散布してお〈と安

全です。
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四
月
一
日
よ
り

日
か
ら

H
H

市
民
交
通
傷
害
保

険
H
H

を
実
施
し
ま
す
。

し
か
し
、
加
入
者
が
無
免

許
で
運
転
し
て
い
る
と
き
の

事
故
に
は
保
険
金
は
支
払
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

無
免
許
運
転
は
絶
対
や
め
ま

し
ょ
う
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
と
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
?

乙
の
保
険
は
、
原
則
と
し

て
大
村
市
内
に
住
ん
で
お
り

交
通
事
故
で
傷
害
を
被
っ
た

と
き
に
傷
害
の
程
度
に
よ
っ

て
一
定
額
を
医
療
保
険
金
と

し
て
支
払
う
も
の
で
す
。

死
亡
の
と
き
は
印
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

り

市
民

一交
;理
士霊ド..1=司

で 4ヨE

三険
事発
2足
補

大村市政だよ

ま
し
い
交
通
事
故
の
発
生
は

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
年

々
増
加
す
る
不
慮
の
交
通
事

故
で
災
害
を
う
け
た
市
民
を

救
済
し
、
そ
の
生
活
と
福
祉

を
増
進
す
る
た
め
、
四
月
一

最
近
、
激
増
す
る
い
ろ
い

ろ
の
災
害
の
な
か
で
、
一
番

多
い
の
が
交
通
災
害
で
す
。

市
も
警
察
で
も
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
が
、
い
た

あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。
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ゾ
終
戦
後
、
大
村
市
に
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甲
乙
の
陸
上
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技
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こ
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町
の
で
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
ち
、
収
容
人
員
も
七
千
人
を
フ
ィ
ル
ド
の
芝
張
工
事
も
現
一
髄
一
昨
ー
一
九
一
一
一
灘
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引
「
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九
月
失
業
対
策
事
業
も
か
ね
あ
楽
に
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容
で
き
る
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七
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八
月
に
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三
種
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ど
ん
な
交
通
事
故
で
も
保

険
金
を
支
払
っ
て
く
れ
ま
す

か

?車
に
乗
っ
て
い
て
衝
突
し

た
り
転
落
し
た
り
、
火
災
、

爆
発
な
ど
も
対
象
と
な
り
、

歩
い
て
い
て
運
行
中
の
車
と

衝
突
し
た
り
接
触
し
た
り
し

た
と
き
の
傷
害
も
支
払
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に

い
え
ば
・•• 

①
パ
ス
に
乗
っ
て
い
て
急
ブ

レ
ー
キ
で
将
棋
倒
し
に
な
り

傷
害
を
被
っ
た
場
合

②
道
路
沿
い
の
建
物
に
車
が

誤
っ
て
突
込
ん
で
き
て
、
建

物
内
の
人
が
傷
害
を
被
っ
た

場
合

③
学
校
の
校
庭
や
、
幼
稚
園

庭
、
公
園
な
ど
で
子
供
さ
ん

が
車
両
と
接
触
し
て
け
が
を

し
た
場
合

電
車
に
乗
っ
て
い
て
そ
の

電
車
が
自
動
車
と
衝
突
し
た

場
合
も
も
ち
ろ
ん
支
払
っ
て

も
ら
え
ま
す
か
?

こ
の
保
険
は
車
両
に
よ
る

事
故
と
い
う
制
約
が
あ
り
ま

す
の
で
、
電
車
、
汽
車
、
航

空
機
、
船
舶
な
ど
に
乗
っ
て

い
る
場
合
の
事
故
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

さ
き
ほ
ど
、
支
払
額
は
死

亡
の
と
き

ω万
円
、
そ
れ
以

外
の
と
き
は
傷
害
の
程
度
に

よ
っ
て
:
・
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
ど
ん
な
内
容
で
し
ょ

う
か
?

そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ

vZに
な

っ
て
い
ま
す
。
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保
険
料
と
い
う
か
、
掛
け

金
と
い
う
か
そ
れ
ほ
ど
の
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
?

保
険
料
は
一
年
間
に
三
六

O
円
で
す
。
保
険
期
間
の
途

中
で
加
入
し
た
と
き
は
、

-
一

月
に
つ
き
叩
円
の
割
合
と
な

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

6
月

刊
自
民
加
入
し
、
保
険
期
聞

が
翌
年
の

3
月
紅
白
ま
で
の

場
合
は
、

6
月
か
ら
3
月
ま

で
の
月
数
に
初
円
を
か
け
た

三
O
O
円
と
な
り
ま
す
。

、


